
平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）

平
成

年
第

回
（

月
）
定

例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ

た
議
案

件
、
委
員
会
提
出
議
案

件
の
計

件
の
議
案
と
議
長
発

議

件
と
請
願

件
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

定
例
会
初
日
に
は

議
案
が
上

程
さ
れ
、
委
員
会
提
出
議
案

件

は
初
日
に
審
議
し
、
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
議
長
発
議

件
は
提

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。ま
た
、

そ
の
他
の
議
案
及
び
請
願
を
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
各
常

任
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し

た
。定

例
会

日
目
に
は
職
員
等
の

給
与
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
関
す
る
議
案
が
追
加
提

案
さ
れ
、総
務
委
員
会
に
付
託
し
、

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会

日
目
に
は
、
各
常
任

委
員
会
に
付
託
し
た
案
件
に
つ
い

て
、
各
常
任
委
員
長
の
報
告
、
討

論
、
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
提
案

ど
お
り
可
決
し
、
委
員
会
提
出
議

案

件
、
議
長
発
議

件
が
上
程

さ
れ
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

日
本
酒
で
乾
杯
条
例
を
制
定

正
式
名
称

東
広
島
市
日
本
酒
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例

平成 年
第 回定例会
平成 年

第 回定例会

第 回定例会で議決した案件

条例案 件

承認案 件

同意案 件

委員会提出議案 件

請願 件

予算案 件
諮問 件
その他 件
議長発議 件

第 回定例会の日程 内 容

月 日
（ 日目）

開会、会期の決定、議案説明、議案・請願付託（常
任委員会）、委員会提出議案採決【原案可決】、議
長発議採決【原案可決】、議会改革・活性化特別
委員長報告

月 ・ ・ ・ 日 付託議案の常任委員会審査
月 ・ ・ 日

（ 日目）
一般質問

月 日
（ 日目）

一般質問、議案説明、議案付託（総務委員会）

月 ・ ・ ・ 日 付託議案の常任委員会審査

月 日
（ 日目）

常任委員長報告─議案採決【原案可決等】、委員
会提出議案採決【原案可決】、議長発議採決【原
案可決】、議長選挙、副議長選挙

月 日
（ 日目）

議会運営委員会委員の選任、
常任委員会委員の選任、議会運営委員会委員の選
任、後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙、広
島中央環境衛生組合議会議員の選挙、議案説明、
議案付託（総務委員会）、総務委員長報告─議案
採決【同意可決】、閉会
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議案の審査経過議案の審査経過
【表決が分かれた案件の表決結果】

会 派 名 合 志 会 威 信 会 新 風
東 広 島

いろは会

市 民

クラブ
公 明 党

日
本
共
産
党

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

五

月

会

山

彦

会

議案番号

乗
越

耕
司

新
開

邦
彦

高
橋

典
弘

家
森

建
昭

中
平

好
昭

池
田

隆
興

梶
谷

信
洋

早
志

美
男

麻
生

豊

杉
原

邦
男

大
江

弘
康

山
下

守

牧
尾

良
二

渡
邉

國
彦

宮
川

誠
子

寺
尾

孝
治

上
田

廣

中
曽

義
孝

杉
井

弘
文

大
谷

忠
幸

平
岡

毅

重
光

秋
治

西
本

博
之

石
原

賢
治

赤
木

達
男

加
根

佳
基

小
川

宏
子

竹
川

秀
明

谷

晴
美

鈴
木

利
宏

下
村

昭
治

坂
本

一
彦

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

議案第 号 議

請願第 号 議

委員会提出
議案第 号 議

議員派遣
（海外視察） 議

会 派 名 合 志 会 威 信 会 新 風
東 広 島

いろは会

市 民

クラブ
公 明 党

日
本
共
産
党

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

五

月

会

山

彦

会

議 は議長、 は賛成、 は反対、 除 は除斥になります。

本
会
議
の
討
論

委
員
会
提
出
議
案
第

号
（
日

本
酒
で
乾
杯
条
例
の
制
定
）

賛
成

中
平

好
昭
議
員

三
浦
仙
三
郎
氏
の
百
試
千
改
の

教
え
は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
に

も
非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
伝
統
文
化

を
内
外
に
発
信
し
、
後
世
に
継
承

す
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

乾
杯
は
日
本
酒
で
、官
民
挙
げ
て

の
伝
承
、製
造
業
の
発
展
を
願
い
、

日
本
酒
関
係
業
を
初
め
、東
広
島
市

の
地
域
産
業
の
振
興
に
一
層
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い
賛
成
す
る
。

議
案
第

号（
職
員
等
の
給
与
の
臨

時
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定
）

反
対

谷

晴
美
議
員

本
市
の
経
済
へ
の
影
響
や
、
職

員
の
生
活
に
直
結
す
る
一
大
事
で

あ
り
、
予
算
を
確
保
す
る
べ
き
で

あ
っ
た
と
確
信
し
反
対
す
る
。

賛
成

高
橋

典
弘
議
員

国
の
地
方
自
治
体
に
対
す
る
要

請
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
本
当
に

理
不
尽
き
わ
ま
り
な
い
も
の
で
あ

る
が
、
職
員
の
判
断
に
敬
意
を
示

し
、
苦
渋
の
選
択
を
意
味
あ
る
も

の
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

本
会
議
の
討
論

賛
成

反
対

賛
成

請
願
第

号
・
委
員
会
提
出
議

案
第

号
（
年
金

・

％
削

減
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
）

反
対

竹
川

秀
明
議
員

物
価
が
下
落
す
る
中
、
本
来
の

水
準
よ
り
も
高
い
年
金
が
支
払
わ

れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
し
、
年
金

制
度
の
持
続
や
世
代
間
の
負
担
の

公
平
性
を
図
る
た
め
、
特
例
水
準

の
是
正
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え

る
。な

お
、
低
所
得
者
の
年
金
受
給

者
に
対
し
て
は
、
納
付
期
間
に
応

じ
て
最
大
で
月
額

千
円
を
支
給

す
る
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
法

案
も
同
時
に
可
決
さ
れ
、
低
年
金

者
に
つ
い
て
は
一
定
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
反
対
す

る
。

賛
成

谷

晴
美
議
員

生
活
保
護
法
の
改
正
案
が
廃
案

と
な
り
、
意
見
書
を
採
択
し
、
こ

れ
以
上
の
国
税
の
持
ち
出
し
は
許

さ
れ
な
い
と
思
い
賛
成
す
る
。

年
金
受
給
者
の
深
刻
な
生
活
に

寄
与
す
る
、
年
金

・

％
の
引

き
下
げ
を
許
さ
れ
な
い
と
い
う
気

持
ち
を
込
め
て
賛
成
す
る
。

反
対

賛
成
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本
会
議
の
討
論

議
案
第

・

・

号
（
市
民

ホ
ー
ル
に
関
連
の
請
負
契
約
締

結
）

反
対

谷

晴
美
議
員

％
に
近
い
落
札
率
で
あ

り
、
今
回
の
事
業
を
凍
結
し
、
危

機
管
理
対
策
の
事
業
を
優
先
さ
せ

る
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
反
対
す

る
。議

員
派
遣
（
海
外
視
察
）

反
対

谷

晴
美
議
員

さ
ら
な
る
選
択
と
集
中
が
考
え

ら
れ
て
い
る
中
、
議
員
み
ず
か
ら

が
身
を
削
り
、
財
源
の
確
保
に
努

め
る
姿
勢
を
住
民
に
示
す
こ
と
の

ほ
う
が
理
解
さ
れ
る
と
考
え
反
対

す
る
。

賛
成

宮
川

誠
子
議
員

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
叫
ば
れ
続
け

る
こ
の
環
境
下
に
お
い
て
、
世
界

の
情
勢
を
知
ら
ず
し
て
、
決
し
て

こ
の
東
広
島
市
の
市
民
を
守
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
賛
成
す

る
。

本
会
議
の
討
論

反
対

反
対

賛
成

委
員
会
審
査
概
要

議
案
が
付
託
さ
れ
、い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し

た
が
、議
案
第

号
に
つ
い
て
は
、
国

の
要
請
は
、
地
方
自
治
に
対
す
る
重

大
な
侵
害
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
事

態
が
二
度
と
無
い
よ
う
に
国
に
求
め
、

今
後
、
地
方
自
治
に
基
づ
き
自
ら
の

権
限
と
責
任
に
お
い
て
行
政
の
処
理

を
行
う
こ
と
を
市
長
に
求
め
る
。
と

の
、
付
帯
決
議
を
も
っ
て
可
決
し
た
。

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

議
案
第

号

仕
様
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
を
上

回
る
性
能
の
も
の
が
あ
る
の
か
。

現
在
は
な
い
。

議
案
第

号

何
ら
か
の
理
由
で
基
地
局
が
ダ

ウ
ン
し
た
場
合
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
は
と
れ
る
の
か
。

各
支
所
に
配
備
す
る
半
固
定
式

基
地
局
で
通
信
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

議
案
第

号

休
日
の
開
館
時
に
利
用
す
る
市
民

へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
と
れ
る
の
か
。

印
刷
機
器
等
や
会
議
室
の
貸
出

し
は
対
応
す
る
が
、
人
的
サ
ポ
ー
ト

は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
で
の
対

委
員
会
審
査
概
要

主
な
意
見
・
質
疑
応
答

応
を
考
え
て
い
る
。

議
案
第

号

延
滞
金
の
割
合
を
下
げ
る
見
直

し
を
行
う
こ
と
は
、
滞
納
整
理
に
生

じ
る
費
用
の
負
担
を
、
他
に
求
め
る

こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

延
滞
金
を
も
っ
て
滞
納
整
理
の

費
用
に
充
て
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
の
た
び
の
改
正
は
、
市
場
金

利
か
ら
大
き
く
か
け
離
れ
た
延
滞
金

の
割
合
を
下
げ
る
こ
と
で
、
滞
納
者

の
納
税
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

議
案
第

号

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金

は
、
採
択
に
あ
た
っ
て
市
と
し
て
の

枠
が
あ
る
の
か
。

市
に
対
す
る
枠
と
い
う
考
え
方

は
な
く
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
う
審
査
に
お
い
て
、
採
択

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
第

号

地
方
自
治
の
考
え
方
か
ら
い
っ

て
も
、
こ
の
た
び
の
国
の
要
請
は
遺

憾
と
し
な
が
ら
も
、
給
与
の
削
減
を

実
施
す
る
と
い
う
、
総
合
的
な
判
断

と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
及

び
地
域
活
性
化
と
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス

指
数
や
県
内
他
市
と
の
均
衡
等
を
踏

ま
え
た
判
断
で
あ
る
。

総務委員会総務委員会

【総務委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

承認案第 号 専決処分の承認

地方税法の一部が改正され、平成 年 月 日か
ら施行されることに伴い、東広島市税条例の一部
を改正する必要が生じたが、議会を招集する時間
的余裕がないと認め、専決処分をしたもの。

承認可決
（全会一致）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果
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【総務委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

承認案第 号 専決処分の承認

地方税法の一部が改正され、平成 年 月 日
から施行されることに伴い、東広島市都市計画
税条例の一部を改正する必要が生じたが、議会
を招集する時間的余裕がないと認め、専決処分
をしたもの。

承認可決
（全会一致）

同意案第 号
教育委員会委員の任命
の同意

東広島市西条町吉行 番地
渡部 和彦（わたなべ かずひこ）

同意可決
（全会一致）

議案第 号 財産の取得

消防用車両の屈折はしご付消防ポンプ自動車を
買い入れようとするもの。
・取得価格 億 万 円
・相手 株式会社三葉ポンプ

原案可決
（全会一致）

議案第 号

請負契約の締結
【消防救急無線デジタル化

整備事業消防救急無線デジ

タル化工事（共通波）】

・契約内容 電気通信工事一式
・契約金額 億 万 円
・相手 扶桑電通株式会社中国支店
・工期 議決のあった日の翌日から

平成 年 月 日まで

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市市民協働セン
ター設置及び管理条例
の制定

市民活動の総合的な促進を図り、市民協働を推
進することを目的として、東広島市市民協働セ
ンターを設置し、業務の範囲及び管理運営に関
し必要な事項を定めようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
公益的法人等への職員
の派遣等に関する条例
の一部改正

財団法人東広島市都市整備公社の解散等に伴い、
職員を派遣することができる団体の規定の整理
を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市税外収入金の
督促及び滞納処分に関
する条例の一部改正

地方税法及び租税特別措置法の一部改正より延
滞金の割合の特例が見直されたことに合わせて、
税外収入金に係る延滞金の割合の特例の見直し
を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市税条例の一部
改正

地方税法等の一部改正に伴い、寄附金税額控除
に係る特例控除額を減額するとともに、延滞金
の割合の特例の見直し、東日本大震災による被
災居住用財産の敷地に係る長期譲渡所得の特例
の追加その他所要の規定の整備を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度東広島市一
般会計補正予算（第
号）

補正後の総額 億 万 千円
補正額 万 千円増額
主な補正の内容
・広報活動事業、緊急雇用対策事業、市道整備
事業、県急傾斜維持管理受託事業、自主防災
組織育成事業の増額

原案可決
（全会一致）

議案第 号
職員等の給与の臨時特
例に関する条例の制定

東日本大震災の復興支援及び地域活性化の必要
性並びに本市を取り巻く社会情勢等に鑑み、市
長、副市長、教育長及び一般職の職員の給与を
時限的に減額しようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号 監査委員の選任の同意 東広島市黒瀬町宗近柳国 番地
池田 隆興（いけだ たかおき）

同意可決
（全会一致）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果



平成 年第 回定例会 議決状況

市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）
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将
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時
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で
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。
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文教厚生委員会文教厚生委員会

【文教厚生委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

議案第 号
東広島市介護保険条例
の一部改正

地方税法及び租税特別措置法の一部改正により
延滞金の割合の特例が見直されたことに合わせ
て、保険料に係る延滞金の割合の特例の見直し
を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市国民健康保険
税条例の一部改正

地方税法の一部改正に伴い、国民健康保険から
後期高齢者医療に移行した者と同一の世帯に属
する国民健康保険の被保険者の属する世帯の国
民健康保険税について軽減措置を定めるととも
に、所要の規定の整備を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市後期高齢者医
療に関する条例の一部
改正

地方税法及び租税特別措置法の一部改正により
延滞金の割合の特例が見直されたことに合わせ
て、保険料に係る延滞金の割合の見直しを行う
もの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
請負契約の締結
【（仮称）東広島市市民ホー

ル新築工事（建築）】

・契約内容 建築工事一式
・契約金額 億 万円
・相手 清水・鴻治・荒谷特定建設工事

共同企業体
・工期 議決のあった日の翌日から

平成 年 月 日まで

原案可決
（全会一致）

議案第 号
請負契約の締結
【（仮称）東広島市市民ホー

ル新築工事（電気）】

・契約内容 電気設備工事一式
・契約金額 億 万円
・相手 浅海電気・国土技建特定建設工事

共同企業体
・工期 議決のあった日の翌日から

平成 年 月 日まで

原案可決
（全会一致）

議案第 号
請負契約の締結
【（仮称）東広島市市民ホー

ル新築工事（機械）】

・契約内容 機械設備工事一式
・契約金額 億 万円
・相手 大成設備・ダン環境設備特定建設工事

共同企業体
・工期 議決のあった日の翌日から

平成 年 月 日まで

原案可決
（全会一致）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果



市議会だより 第 号（平成 年 月 日発行）
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【文教厚生委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

請願第 号
年金 ％の削減中止を
求める請願

昨年 月 日に、今年 月から 年間で年金を
％も削減する法律が成立した。これは物価ス

ライド 特例水準の解消 を理由としているが、
これは 年から 年に消費者物価指数が下
がった時に高齢者の生活と経済への悪影響を避
けるために年金を据え置いた措置である。
本来、物価スライドは、物価高騰に対して年金
の目減りを回避するためのもので、年金削減の
手段とするのは本末転倒であり、年金の削減の
中止を求めるよう、国会及び政府へ意見書の提
出を求めるもの。

採択
（賛成多数）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

市民経済委員会市民経済委員会

委員会審査概要

議案が付託され、 月 日に、慎重に審査を進め、採決の結果、全会一致をもって適任と
することに決した。

委員会審査概要

【市民経済委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

諮問第 号
人権擁護委員の候補者
の推薦につき意見を求
めること

東広島市八本松町原 番地
佐々木 信行（ささき のぶゆき）

適任可決
（全会一致）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

建設委員会建設委員会

【建設委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

議案第 号 市道の路線の廃止 寺家北 号線ほか 路線について、路線を廃止
しようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号 市道の路線の認定 諏訪 号線ほか 路線について、市道として認
定しようとするもの。

原案可決
（全会一致）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果
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【建設委員会付託案件】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

議案第 号
東広島市道路占用料徴
収条例の一部改正

地方税法及び租税特別措置法の一部改正により、
道路の占用料に係る延滞金の割合の特例の見直し
を行うとともに、所要の規定の整備を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市安芸津港海岸
保全区域占用料徴収条
例の一部改正

地方税法及び租税特別措置法の一部改正により、
安芸津港海岸保全区域の占用料に係る延滞金の
割合の特例の見直しを行うとともに、所要の規
定の整備を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
東広島市公共下水道条
例等の一部改正

公共下水道使用料、公共下水道事業受益者負担
金等及び公共下水道区域外流入分担金に係る処
理区等を明確にするとともに、負担金等に係る
延滞金の割合の特例を見直し、賦課徴収に関す
る規定その他所要の規定の整備を行うもの。

原案可決
（全会一致）

議案第 号
平成 年度東広島市公
共下水道事業特別会計
補正予算（第 号）

平成 年度を期限として、平成 年度、平成
年度及び平成 年度設定の債務負担行為限度額
億 万円のうち、平成 年度以降の支出と

なる額に、 億円を合算した額を限度とする債
務負担行為を、既定の予算に追加するもの。

原案可決
（全会一致）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

委員会提出議案委員会提出議案
【委員会提出議案】

議案番号 議 案 名 内 容 結 果

委員会提出
議案第 号

東広島市日本酒の普及
の促進に関する条例の
制定

本市の伝統産業である日本酒（以下 日本酒
という。）による乾杯の習慣を広めることにより、
日本酒の普及を通した日本文化への理解の促進
に寄与することを目的とし、条例を制定しよう
とするもの。

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第 号

地方財政の充実・強化
を求める意見書

公共サービスの質の確保と地方自治体の安定的
な行政運営を実現するため、平成 年度の地方
財政計画、地方交付税総額の拡大にむけて、政
府に対策を求めるもの。

原案可決
（全会一致）

委員会提出
議案第 号

年金 ％削減の中止を
求める意見書

国会が昨年、年金減額法を含む、国民生活に直
結する重要法案を成立させたが、年金の ％削
減を中止することを求めるもの。

原案可決
（賛成多数）

議案番号 議 案 名 内 容 結 果
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興


